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rJGS　T　521 土 の非圧密非排水 （UU ）三 軸圧縮試験方法 ，
　 JGS　T　522 土

の 圧 密 非排 水 （CU ） 三 軸 圧 縮 試 験 方 法 ，
　 JGS 　T　523 土 の 圧 密非排 水

（CU ）三 軸圧縮試験方法 ，
　 JGS 　T　541 土 の 繰返 し非排水三 軸試験方法」 の

一 部改正案につ い て

地 盤工 学会基 準部

1．　 ま え が き

　 標 記 の 試 験方 法 に 関す る 基 準 は，1990年の 制定 以 降，

内容を変更す る こ とな く現在 に 至 っ て い る が，計量法 に

よ る SI へ の移行猶予期限 （1999年 9 月30日）を考慮 し

た 単位 の SI 化，関連 す る規格
・
基準の 改正 ・

制定 に伴

う表記 や 用 語 の 変更 ，そ の 他 軽 微 な 変更 事 由 に よ り内容

を 見直す 必要 が 生 じた。そ の た め，基準部，土 質試験基

準検討委員会お よび 関連 す る小委員会（せ ん 断小委員会）

に お い て 見直 し検討を行 い ，こ こ に 改正 案を提案する。

　今回 の 改正 で は，供試体作製 ・設置方法 の 改正 案1）に，

従来の 各三 軸試験 に 記述 さ れ て い た供試体の 設置方法 お

よび そ れ に必 要 な 治具 ，背圧 を与え る場 合 には そ の 手 順

ま で を組 み 込 ん だ 。 そ の た め に ， 上 記 4 基準案 に お い

て は，それらを削除 した 点を除 い て は，内容的 に比較的

軽微な 改正 で あ り，誌面 の 制約 もあっ て ， 以 下に は 改正

案全文で は な く，変更点 の み を対比 した 形で 提示 して い

る 。

　 ま た，静的 3基準 で は 粘性 土 を 対象 と して い る が，

付帯条項 で粗粒土 （UU で は 土） に対 して も準用 で き る

こ とを 明記 し，適用範囲 を拡張 した。こ れ は，今回 の 改

正 で 土 の CD 試験 2〕に 現行 の 粗粒材料 の 基準を包含 す る

こ とに な っ た こ とに 伴う関連処置で あ り，最大の 粒径が

20mm 程度 を超 え る も の で も，粗粒土 の 三 軸試験 の 供

試体作製 ・設置方法 2）で 規定 さ れ る三軸供試体と して 条

件 を 満足す れ ば，主要な せ ん 断方法 ・整理 方法に違 い が

な い こ とを意味して い る 。 そ の 他 ， 粒子径 が 大 き くな る

こ とに 起因する試験手法上 の 詳細な注意事項は解説 で説

明 す る こ と と した 。

　 こ れ ら の 改 正 案 に つ い て の ご 意見は，書面 に て 1998

（平 成 10）年 5月 31日 ま で に地 盤 工 学 会 基 準 宛 に ご 提 出

い た だ きた い。提出い た だ い た ご意見は 関係委員会お よ

び基準部で 検討 し，そ の の ち理 事会 にて 改正 基準が確定

さ れ る。

2． 改　正 　案

　2．1 単位表記 の 変更

　現行の 基準 で は，試験の 容量等の 数値また は応力等 の

算定式 は す べ て 従来単位系 で記述 され て い る が，今 回 の

March ，1998

改正 で は 「SI単位系」で 表記 した。

　2．2 量記号の 変更

表一 1　 量 記 号の 変更

項 目 現行基 準 改 正 案 備　　　考

量記号

の 変更

軸 ひ ず み ：ε

軸方 向応力 ： σ 1

側方 向応力 ： σ 3

軸ひ ず み ：ε。
軸方向応力 ： σ 1

側方向応力 ： σ 3

κo圧 縮
・
伸 張試 験 お

よ び ね じ り試験 基準と

の 整合性 をは かるため

2．3　各基準に共通 した 改正事項

a）　従来 の 基準 に あ っ た 「供試体 の 設置方法 」 は，

　 動的試験関連 の 基準 も包含 し て ，JGS　 T 　520 「土

　 の 三 軸試験 の 供試体作製 ・設置方法」 で 記述 さ れ

　 る こ と と な っ た 。 そ の 結果 ， 今回公示 す る 改正 基

　 準案 に お い て は，「供試体 の設 置方法 」 と 「そ の た

　 め に 必 要 な 用 具 」 に 関連す る 具体的 な 記述を す べ

　 て 削除 し，上 記 の 基準 を 参照 す る も の と した。こ

　 れ らに 伴 っ て章構成 を変更 し た 。 ま た ， 各三 軸試

　 験 に お け る供試体高さも条文内 に 明示 した。

b）　試験機 の 載荷能力 と して の 規定 を，「供試体の 高

　 さ の 15％を 超 え る ま で 軸方向変位 を 連続 し て 与 え

　 得 る こ と。」 か ら 「供試体 の 高 さ の 15％ を超 え る ま

　で 軸方 向変位 を 連続 して 一
定速 度 で 与 え 得 る こ

　 と。」 と変更 した。

c ） 試験機 の 測 定 性能を，条文内 に そ の 範囲 と許容

　 差 を 明示 した。そ れ に 伴 っ て ，そ れ に 関連す る付

　帯条項 は 削除 した。変更例 を表一 2 に示 す 。

d） 今回 の UU ，　CU ，　CU 試験基準案 で ，適用範囲を

　最大 の 粒径が20mm を超 え る粒子 を 含 む 土 ま で拡

　張 した 。 こ れ に よ る 基準の 変更点 を表
一 3 に 示す。

e ） 従来 の 基準 に あ っ た 三 軸圧縮試験機 の 構造 を 示

　す 「載荷 ピ ス トン とキ ャ ッ プ が一
体化 し て い る 場

　合」 お よ び 「個別 の場 合」 と い う表現 を ，そ れ ぞ．

　れ 「載荷 ピス トソ とキ ャ ッ プ が 剛結 さ れ て い る 形

　式 」 お よ び 「剛結 され て い な い 形式」 とい う表現

　 に 改め た。

f） CU お よ び CU で の 背圧 の 定義 を，　 r飽和度 を 高

　め る手段 と して ，供試体内部 の 間 隙水 圧 と供試体

　外部か ら作用 して い る等方応 力 に 同量 ず つ 付加さ

　 れ る圧力増分 」 か ら，「飽和度 を高め る手段 として，

　 　 　 　 　 　 　 　 　 81
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　応力 を 有効応力 を
一

定 に保 っ た ま ま 供 試 体 に 加 え

　 る 間隙水圧」 に 変更 した。

g）　CU お よ び CU の 圧密過程 に お い て ，従来 は 付帯

　条項 に 記述さ れ て い た 「ビ ュ
ーレ ッ トの 初期値 を

　読 み 取 る こ と，お よ び 変位 計 を取 付 け 原 点 を 調 整

　 す る こ と」 を条 文 と した 。

h） CU および CU の 圧密過程 に お い て，体積変化 量

　お よび 軸変位量 を 測 定 す る 時間間隔 は ， 現行基準

　 で は JGS　T 　411 「土 の圧密試験方法」 を 目安 に す

　 る こ と と な っ て い た 。 改 正 案 で は，そ れ を 改正 素

　案 「土 の 段 階載荷 に よ る 圧 密 試 験 方 法 」
3）を参照 す

　 る こ と と した。

i）　 試験結果の 整 理 に お い て ， 供試体設置時 の 体積

　変化 と高さ変化 を考慮 して，圧密前 の 供試体体積

　 と供試体高 さ を 算定 す る もの と した。こ れ に伴 い ，

　現行 で 「試 験 前 」 の 供試 体体 積，高 さ，直径 と称

　 して い た もの を，それ ぞ れ 「圧密前」 と名称 を 変

　更 した。た だ し，圧 密過程 を 含 ま な い UU 試験 は ，

　従来どお り と した。変更例を表
一 4 に 示す。

表
一2　 試験機 の 測定性能 に 関す る変更例

項　　 　　 目 現　 　行　 　基　 　準 改　 　 　 正　 　 　 案 備　 　 　 考

軸圧 縮 力の 測 定 圧 縮力 を供 試体の 最大軸圧縮 力の ± 1％の 許

容差 で測定 で き る こ と。
軸圧 縮力 を供試体 の最 大軸圧縮 力ま で ，そ の

± 1％の 許容差で 測定 で きる こ と。
測定範囲の 明示

軸変 位 量 の 測 定 軸変 位量 を 供 試 体 高 さ の 土0．1％ の 許 容差で

測定 で きる こ と。
軸変 位 量 を 供 試 体 高 さ の 15 ％ ま で ，そ の

± 0．1％ の 許 容差で 測定 で きる こ と。
測定範囲の 明示

体檳変化の 測定 供試体か らの 排 水 量 を供 試 体 初 期 体 積の

± 0，1％の 許容差 で 測定 で きる こ と。
供試 体か らの 排水量 を最 大変化 量まで，供試

体初期体 積 の ± 0．1％の 許 容差 で 測 定で き る

こ と。

測定範囲の 明示

表一3　 適用 範囲 の 拡張

項 　　 　　 目 現 　 　行　 　基 　　準 改　　　 正 　　　 案 備　 　 　 考

必要関連 基準 （記 述な し） 最 大の粒 径 が20   盤 を 翫 る粗 概 を 付帯条項ユ．2に お い て UU

付帯 条項 1．4 対象 とす る場合 には ，試験に 用 い る供試 体を で は 「細 粒分 を 含 む飽 和一 一
（UU ，　CU，　CU ） 次の基準 に よ っ て作製 および設置す る。 土 の 高 い 土 」，CU ，　 CU

JGS　O530 「粗粒土の … 軸試験の 供試体作 で は 「粗粒土 」に 準用で

製 ・設 置 方法 」 き る こ とか ら，最大 の 粒

径 が20mm を 超 え る 土

も含ま れ る可能性がある

ため
一

適用範 囲 本基準は 砂質 土 に も準用 で き る 本基 準 は 粗粒土 に も準用 で き る CU ，　 CU 試験 の適 用範 囲

付帯条項L2 を拡大 した ため一
（CU ，　CU ）

表
一4　試 験結果 の 整理 に 関す る変更例

項 　　 　　 目 現 　　行　 　基 　　準 改　 　　 正 　　 　 案 備 　 　 　 考

圧縮前 の 供試 体体積 と高 試験前の 供試 体体積 y』（cm3 ） を次式 で算 定 圧密前 の 供試 体体積 ％ （cm3 ） と供試体高 さ 供試体体 積 と高 さの初 期一
さの 算定 （CU ，　CU ） す る。 瑞 （cm ）を次式で 算定 す る。 値を 測定 し て か ら圧密前

巧
＝

πDo2瑞 ／4 ％
＝

πP 〜1ゐ〆4
−4 巧 ま で に生 じ た 各変化量 を

こ こ に， 疏 ＝私・一」鼠・ 考慮す るた め

Oo ：試験前 の 供試体直径 （  ） こ こ に，
馬 ；試験前の 供試体高さ （cm ） Df ：供試体 の 初期直径 （cm ）

届 ： 供試体の 初期 高 さ　（cm ）

4 稽 ： 初期状態か ら圧密前ま で に 生 じた 供

試体の 体積変 化 （cm3 ）

」瑠 ； 初期状態 か ら圧 密前 まで に 生 じた 供

試体 の高 さ 変化 （cm ）

圧縮 前の 供試 体断面積 の 試験前の 供試 体断面積 ．40 （cm2 ）を次式 で算 試験前 の 供試 体断面積 1  〔cm2 ） を次式 で算 変更な し

算定 （uu ） 定す る。 定す る。 試験 中の 供試 体の 体積 を

五D
＝

π1）0214 4广 πDo2！4 一
定 と仮定

こ こ に， こ こ に ，
Do ：試験前の 供試体直径 （cm ） Do ：試験前の 供試体直径 （cm ）

2，4　各基準固有 の改正

a ） 土 の 圧密非排水 （CU ）三 軸圧縮試験方法改正 点 を 表
一 5 に示す。
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表
一5　 JGS 　T 　523　 t の 圧 密 非 排 水 （CU ）三 軸圧 縮試験方法 の 対比 表

項 　　 　　目 現 　　行　　基 　　準 改　　　 止 　　　 案 備　 　　 　考

B 値 の 測定方 法 4．1　圧密 過程 4．1 圧密過程 実務で 実際に 行われ て い

（6）　 ビ ューレ ッ トに 通 じ る排 水バ ル ブを い （5）　 ビ ューレ ッ トに 通 じ る排 水バ ル ブ を い る 方法 に 移行 した 。
っ た ん 閉 じ，等 方 応 力 を 」 σ （＝∠ σ 1

＝ った ん 閉 じ，等 方 応 力 を 」 σ （＝∠σ 。＝ 量 記号 の 変更一　一 一　一
」 σ 3）（  f！cm2 ）減 少 させ ，そ れ に よ っ 」の （  f！cmZ ）増 加 さ せ ，そ れ に よ っ一　一 一　一
て 生 じる 間隙 水 圧 の変 化 が落 ち着 くの を て 生 じる間隙 水圧 の変 化 が落ち着 くの を

待 っ て，そ の 時間 お よび 間隙 水圧の 降下 待 っ て，そ の時間 および間 隙水圧 の上昇

量 加 （  f！cm2 ）を は か る 量 」κ （kgf／cm2 ）を は か る 1
付 帯条項

　一
付帯条 項 1

4．1（6）　一連 の 操 作 の 模式 図 を図
一3 に 示 4．1（5）　

一
連 の 操 作 の 模 式 図 を図

一3 に 示 1
す 。等 方 応 力 の 減 少量 4 σ は 背圧 の す 。等方応 力 の 増加 量 」σ は 背圧 の

112程度の 値を用い る 112 程度 の 値 ま た は50kN 〆m2 程度 を

用 い る

試験結果 の 整理 4．3 5．3　 間隙水圧係数 B 値 4．3　間隙 水圧係数 B 章 の 再編 成，用語 の 統
一

〔∫GST541 も同 様）

b）　 土の 繰返 し非排水三 軸試験方法改正 点を表
一 6 に 示 す。

表一6　 JGS　T 　541 土 の 繰返 し非 排水三 軸 試験 方法 の対比 表

國
項　　 　　 日 現　　行　　基　　準 改　　　 正 　　　 案 備　　 　 　考

1ユ　試験 の 目的 「等方応 力状態 で 圧 密 され た 土に 対 して ，繰

返 し軸 荷重 振幅 と所定 の 軸ひ ずみ 両振幅 な ら

「等方応 力状態 で 圧 密 され た 土 に対 して ，繰　　　　　　　　　　　　　　　　　　一
返 し三 軸試験 装置 を用 い て ，非排水状態 に お

け る繰返 し偏差応力の 片振 幅 また は繰返 し応び に所 定の 過剰間隙水圧 に達するまでの 繰返

し載荷 回数 との 関係 を 求め る こ とを 口的 とす

る」

力振 幅比 と所定の 両振幅軸 ひ ず み な ら び に所

試験 条件 に 関す る 記述を

追加。また，関連 基準 と

表記方法 を統一す るた め

に 「軸 ひ ず み 両 振 幅」 を

「両振 幅 軸 ひ ず み」 に 変

更 （本 基準 全文 につ い て

修正 ）

定の 過剰間 隙水圧 に達す る まで の 繰返 し載荷

回数 との関 係を求め るこ とを 目的 とす る」

1．3　 用語 の 定義 （謎 な し）
　　　　　　　 1黷 鷓識驪 端 驍撫

試体 中央高 さで 定義す る」 こ とを追加

関連基準 と書式 を統
一

付帯条項 1．4 （記述な し） 最大 の 粒径 が 20mm 程 度を 超 え る 粗粒土 を

対 象 とする場 合は JGS　T 　 530 を参照 する 旨

を追 加

関連基準 と書式 を統
一

2．試験 用具 「繰返 し非排水三 軸試験装置」 「繰返 し三 軸試験機」 関連基準 と表記 を統
一

2 ユ（3） 「圧密 中の 供試 体の 軸 変位量 と排水量 は，供

試 体の 高 さ と体 積 の ±  ，05％ の許 容 差 で測

定 」

軸変 位量の 測定 の 許容差 を 「供 試体の 高 さの

± 0．02％ 」 に変更

体積変 化量 測定時 に おけ

る許容 差 とのバ ラン ス を

考 慮

2，1（9） 「繰返 し載荷 中の 間 隙水圧，セ ル 圧 ，繰返 し

軸荷重 お よび軸変位量 を連 続的に 記録で き る

こ と」

「繰返 し載 荷中の 間隙水 圧 ，繰 返 し軸 荷重，
軸変 位量 お よび必要 に 応 じて セ ル 圧を連続的

に 記録で ぎる こ と」

セ ル 圧 が 変動 しな い こ と

を確認 した場 合は連続 記

録 しな くて も よ い た め

（4．3も 同様 に修正 ）

付帯 条項 2．1 「二 軸圧 力室，セ ル 圧
・背圧 供給装置 お よび

圧 力 供給配管 の 耐 圧 容 量 は 5〜10聴 f！cm2
程度 とする。」

（記述 を 削除） 耐圧容 量 と して は 数値が

低 く，また，具体 的 な負

荷 能 力 が2．1で 規 定 され

て い る た め 削除

付帯 条項 4．2 「…圧 密 中の体積 変化量 お よび可能 な ときは

軸 変位 量 の 時 間的 な 推 移 を 測 定 し て ，JGS
関連基 準 と判定方 法 を統
一鹽

「一次圧 密終 了を定 量的 に求める必要 があ る

場合 は ，圧 密中の 体栢変化量 お よ び 可能な と

きは軸変 位量 か ら JSF　T 　411 「土 の 圧密 試　　　　　　一
験方 法」 の   法 に準 じて100％圧 密量 4100

に 相 当す る 時間 を求め る 」

T522 「土 の 圧密 非排 水 （CU ）三 軸圧縮 試

験方法」 の 付帯 条項 32 （4）a に規 定する方法

を準 用 す る」

6．報告事項 （6）　圧密応 力，載荷周波数 お よび載荷 波形 （6）　圧 密応 力，背圧，載 荷周 波数 お よ び 載

荷波形

不 足 項 目の 追加

付帯条項 6（5） 「必要に 応 じて ，圧密後の間隙比 を報告する 」 「…圧密後の間隙比 と相対密度を 報告する」 関連基準 と項目 を統
一

）1

）2
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